


「マイナ保険証」メリットとデメリット
　現行の健康保険証が 2024 年秋に廃止され、マイナンバーカードと一体化した「マイナ保険証」
に一本化されることになりました。マイナ保険証にはこれまでの健康保険証にはなかったメリット・
デメリットがあります。

窓口負担の軽減
既に 2022 年 10月からマイナ保険証を使うと病院や薬局での窓
口負担が減り、従来の健康保険証を使うと負担が増える仕組みに
変わっています。ただし、マイナ保険証のシステムを導入してい
ない病院や薬局では従来の健康保険証を使っても追加負担は発生
しません。

就職、転職、引っ越しをしても使い続けることが可能
従来の健康保険証は、就職や転職、引っ越しをするたびに書き換える必要がありました。マイナ保険
証は、一部の場合を除き、保険証の切り替えを待たずに受診でき、新年度などの忙しい時期には大変
便利です。

特定検診や薬剤の情報、医療費を確認可能
行政手続きのオンライン窓口「マイナポータル」と紐づけられることで、本人の同意があれば、過去
の特定健診結果や処方薬情報などを閲覧できます。複数の病院を受診している場合は薬の重複などを
薬剤師が確認することも可能です。

確定申告の医療費控除申請がスムーズ
年間の医療費が 10万円以上の場合、確定申告すると医療費控除を受けられますが、自分で医療費の
領収書を保管、計算して申告する必要がありました。マイナ保険証を使えば病院、薬局で支払ったす
べての医療費が記録され、領収書の保管漏れの心配がありません。さらにマイナポータルと連携する
ことで、自動で金額の計算ができ、確定申告がスムーズにできるようになります。

限度額適用認定証の自動適用
病気や怪我で医療費の支払い額が高額になる場合、あらかじめ「限度額適用認定証」の交付を受けて
いないと、いったん窓口へ実費を払う必要がありました。マイナ保険証を使えば、限度額適用認定証
を窓口に持参する必要がなくなります。また、オンライン資格確認が導入された医療機関では申請も
不要です。

マイナ保険証のデメリットは？
マイナ保険証のデメリットとして挙げられるのが、マイナ保険証を使える病院や薬局がまだ少ないこ
と。マイナ保険証が医療機関で使えなければ、従来の健康保険証を提示する必要があり、万一に備え
て従来の保険証と両方持ち歩かなければなりません。
個人情報漏えいを心配する声もありますが、マイナンバーカードの ICチップには、「税・年金の情報
や病歴などプライバシー性の高い情報は記録されていない」と厚生労働省が発表しています。マイナ
保険証のメリット・デメリットをよく理解し、納得した上で上手に活用しましょう。



　

鈴
木
周
也
行
方
市
長
と
当
院
清
水
純
一

病
院
長
の
対
談
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

『
行
方
市
の
地
域
医
療
』
を
テ
ー
マ
に
市

の
目
指
す
医
療
体
制
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
対
談
の
様

子
は
、「
市
報 

行
方
３
月
号
」「
な
め
が

た
エ
リ
ア
テ
レ
ビ
（
な
め
テ
レ
）」
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
画
像
提
供
・
行
方
市
）

　

Ｊ
Ａ
茨
城
県
厚
生
連
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

以
前
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
た
合
同
研
修
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
県
内
に
6

カ
所
あ
る
厚
生
連
病
院
の
ど
こ
に
勤
務
し

て
い
て
も
同
じ
レ
ベ
ル
の
看
護
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
す
。
今

回
は
、
県
北
医
療
セ
ン
タ
ー
高
萩
協
同
病

院
を
拠
点
に
現
地
研
修
と
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

講
演
で
は
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）

の
策
定
を
中
心
に
、
日
々
変
化
を
遂
げ
る

現
状
の
把
握
を
し
、
分
析
し
た
上
で
、
次

の
行
動
に
結
び
つ
け
て
い
く
継
続
的
な
改

善
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
参
加
し
た
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は

「
地
域
住
民
か
ら
の
医
療
に
対
す
る
期
待

は
大
き
い
と
感
じ
る
。
今
後
も
継
続
し
て

災
害
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。」
と

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

3
月
12
日(

日)

に
開
催
さ
れ
た
「
第
５

回
茨
城
１
０
０
ｋ
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
ｉ
ｎ

鹿
行
」
に
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
ま
し
た
。
今

回
も
エ
イ
ド
ポ
イ
ン
ト
へ
看
護
師
、
理
学
療

法
士
を
派
遣
し
、
微
力
な
が
ら
大
会
運
営
に

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た

ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、「
１
０
０
キ
ロ
と
い
う

想
像
も
で
き
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
パ

ワ
ー
に
た
く
さ
ん
の
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

茨
城
県
病
院
協
会
優
良
職
員
と
し
て
当
院

か
ら
樗
木
智
聡
薬
剤
部
長
、
根
本
宏
之
放
射

線
技
師
部
長
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

表
彰
は
長
年
の
間
、
病
院
業
務
に
従
事
し
、

病
院
の
維
持
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
職

員
の
功
労
に
報
い
る
た
め
に
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
お
二
人
の
今
後
の
更
な
る
ご
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　　

当
院
で
は
、
患
者
さ
ん
の
目
線
に
立
っ
た

〝
良
質
で
安
全
な
医
療
〞
を
提
供
す
る
た
め

に
、
患
者
満
足
度
調
査
を
毎
年
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
患
者
さ

ん
と
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
「
先
生
も
看
護
師
さ
ん
も
優
し
く
、
お
話

も
し
っ
か
り
聞
い
て
い
た
だ
け
る
の
で
安
心

で
す
。」「
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
お
世
話
に
な
り

た
い
。」
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
ほ

か
、「
次
の
患
者
さ
ん
が
い
る
と
先
生
に
質

問
で
き
な
い
。」「
呼
び
出
し
の
声
が
聞
き
取

り
に
く
い
。」
な
ど
の
厳
し
い
意
見
も
多
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
貴
重
な
ご
意
見
は
院
内
の
全
部

署
で
共
有
し
、
よ
り
一
層
、
医
療
の
質
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

映
画
「SEE H

EA
R LO

V
E

〜
見
え
な

く
て
も
聞
こ
え
な
く
て
も
愛
し
て
る
」
の
撮

影
に
協
力
し
ま
し
た
。
日
韓
合
作
映
画
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
１
０
０
名
を
超
え
る
ス

タ
ッ
フ
の
熱
気
に
溢
れ
、
現
場
で
は
韓
国

語
、
日
本
語
、
英
語
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し

た
。
山
下
智
久
さ
ん
の
主
演
で
、
令
和
5
年

6
月
9
日
（
金
）A

m
azon Prim

e V
ideo

独
占
配
信
で
す
。

対談風景

映
画
撮
影
に
協
力
し
ま
し
た

茨
城
県
病
院
協
会
優
良
職
員
表
彰
を

受
け
ま
し
た

Ｊ
Ａ
茨
城
県
厚
生
連
看
護
部
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

鈴
木
周
也
行
方
市
長
と
の

対
談
に
つ
い
て

患
者
満
足
度
調
査
に
つ
い
て

茨
城
１
０
０
ｋ
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

ｉ
ｎ
鹿
行
に
ス
タ
ッ
フ
派
遣




	01
	02
	03
	04

